
 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

三中校長だより 保護者地域の皆さんへ 

令和 6年度 第 14号 R7.3.24（月) 

藤井寺市立第三中学校 

校 長  奥 雅 美 

「卒業式」 

３月１４日（金）、穏やかな春風吹く

中、４５期生の卒業式が行われました。

一人ひとり担任の呼名に返事し、「あり

がとうございます」と力強く証書を受け

取る姿に、彼らの成長を感じずにはいら

れませんでした。この学年のみんなが３

年間積み上げてきたもの、仲間の絆が

感じられるいい式でした。 

それぞれに良い面があって、それをみ

んなが認め合って、たとえ失敗しても大

丈夫な空気感が漂う。４５期生はそんな

学年だったと思います。 

答辞は４人の代表が読みました。自

分の思いをしっかりと後輩に、仲間に、

家族に届けていました。答辞を聞いて泣

きじゃくっている生徒たちの顔を見て、私

も思わずこみ上げるものがありました。 

卒業式の歌「３月９日」は、最高の歌

声でした。来賓の方々にも褒めていただ

き、とても嬉しかったです。 

また、退場の時に生徒たちから担任

の先生に送ったメッセージは本当に感

動的でした。参列された方も「先生たち

は彼らにとって父のようであり、母のよう

であり、兄や姉のような存在だったので

しょうね」と仰っていました。 

帰り際に、このままのメンバーでもう

一年やりたかったと名残惜しそうに話し

ていた生徒もいましたが、卒業は新たな

世界へのスタート。みんなが応援してい

ますので、次のステージでも頑張ってほ

しいと思います。 

「挨拶」 

卒業式の前日、地域の見守り隊の方

からとても嬉しい報告を聞きました。公

立一般入試の日、見守り隊の方が受験

に出かける三中生に出会ったそうで、

「おはよう」と言うと、わざわざ立ち止まっ

て「おはようございます」と挨拶してくれ

たというのです。「試験頑張ってね」と声

を掛けると「ありがとうございます」と言

って去っていったそうです。その挨拶が本

当に気持ちの良い、丁寧な挨拶だったの

で、「是非伝えたくて」と、わざわざ学校

まで来てくださいました。 

残念ながら、卒業式前日は生徒とゆ

っくり話す時間が取れず、誰がその生徒

だったのかはわかりませんでしたが、こ

のように「挨拶」ひとつで人を感動させ

ていることは凄いことだなと思いました。

誰もがこのようなコミュニケーションがで

きるといいですね。 

「令和６年度修了」 

本日で令和６年度の教育課程を修了

いたします。保護者や地域の皆さまには

本校の教育活動にご理解と、多大なる

ご支援をいただき、本当にありがとうご

ざいました。 

本校はいま、今年度の総括をもとに、

来年度に向けて方針を固めているところ

です。引き続き、「優しさ・賢さ・たくましさ

を備えた社会人基礎力の育成」を目標

に、生徒の成長を支えていけるよう環境

を整えていきたいと考えています。 

これからも藤井寺市立第三中学校を

どうかよろしくお願いいたします。 

 「年度末清掃活動」 

ボランティア参加いただける方は、３月２６日

(水)９：００、本校玄関ホールにお集まりください。 


